
高齢者を中心に支援している福祉援助職のための

精神障がいのある人と家族への

支援実践講座

日時・受講料
令和３年９月１日(水)・９日(木)・２２日(水)・２９日(水)

時間はいずれも午後１時３０分～４時３０分 受講料 6,000円

講座の目的
・精神障がいのある人の回復（リカバリー）、ストレングス、エンパワメントとは
何か、支援におけるそれらの視点を理解する。
～精神障がい当事者による病の体験の語り「ピアの立場の支援者として伝えたいこと」～

・気になる事例や困難を感じている事例について、対応のヒントが得られる。
・病気でその人にラベルを貼らず、病気によって生活や生活史にどのような影響を
受けているのか、生活している人に焦点を当てる。

大阪市社会福祉研修・情報センターから研修のご案内 （運営：大阪市社会福祉協議会）

こんなお悩みをお持ちの方は是非ご参加ください

◇支援している高齢の方に精神障がいがあります。今後どのように支援を続ければ
いいのかわかりません…。

◇支援している高齢者の家族に、精神障がいのある人がいます。家族全体を支援する
には、どのような機関と連携すればいいのでしょうか。

◇ひとり職場で、相談できる同僚がいません。今の支援方法でいいのか不安です。
◇毎日忙しくて、支援困難事例についてゆっくり考える時間がありません。

●対象者 大阪市内の福祉関係施設・事業所に勤務し４日間参加できる方
●講師 大阪市立大学 助教 清水由香

＊ゲストスピーカー(相談支援専門員、障がい当事者)による体験談もあります
●定員 ２４人（申込多数の場合は、選考のうえ受講者を決定します）
●受講料 6，０００円
●申込方法 ＦＡＸやホームページからお申し込みください
●申込締切 ８月１６日（月） 午後5時必着
●受講決定 ８月２０日頃に各事業所あて受講証を発送します

通知が届かない場合は８月２５日までにお問い合わせください

主催・申込・問合せ先・会場 大阪市社会福祉研修・情報センター

☎ 06-4392-8201 Fax 06-4392-8272

昨年度のアンケートでは、 「障がい当事者の方の話を聞く
ことができ、支援している高齢の精神障がいの方も過去には
いろんなことがあったのだろうなと考えさせられました。」
や「事例検討はとても勉強になり、これからの業務に活かし
たいと思います。」など好評をいただきました。

本研修は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の措置を講じたうえで実施する予定です。詳しくは、センターホー
ムページにてご確認ください。また、今後の臨時休館の取扱状況によっては、中止または延期する場合があります。
ご理解いただきますようお願いいたします。


